
 

 

 

１ 本校の概要 

 本校は、昭和 51年に創立され、45年目を迎える。学級

数 16学級、児童数 435 名である。学校教育目標は「よく

考えよく学ぶ子・なかよく助け合う子・明るく健康な子」

とし、心身共に健康でたくましく生きる児童の育成を目

指している。 

  

２ 本校の実践 

（１）実践の視点 

 ・読書に親しむ態度や読書習慣に係る取組 

 ・学校図書館等の環境整備の工夫 

 

（２）実践の概要 

 ア 朝の読書タイム 

   隔週水曜日、始業前の 10 分間を読書または読み聞 

  かせタイムとしている。今年度は、図書委員会の 

児童が、大型モニタを活用した読み聞かせを実施し 

た。 

 

 

 

 

 

 イ 10分家読 

11月の「読書月間」に合わ 

せて、「10分家読」に取り組  

んでいる。「家読」とは家庭読 

書の略で、「家庭ふれあい読 

書」を意味している。 

「家読」をすることで、家 

族で一緒に本を読んだり、読んだ本について語り合  

ったりして、本を通して家族の絆を深めることがで  

きた。また、保護者のおすすめの本を書いてもらい、 

選書の参考にしている。 

 

 ウ 読書ビンゴ 

   11月の「読書月間」で「読書ビンゴ」に取り組ん 

だ。ビンゴには、普段子供たちが手に取らないよう

な分類の本も取り入れ、様々な本を読んでもらうよ

うにした。ビンゴを達成した児童は、クラスの「読

書の木」に名前を書いた葉っぱを貼り、しおりをも

らえるようにするなど、意欲的に取り組める工夫を

することで、貸出冊数が増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 エ 学校図書館等の環境の工夫 

   本校は、学校図書館に加え、絵本を中心に配架し 

た低学年図書室を設置している。教室の近くにある 

ため、低学年の児童にとって、図書室は身近な存在 

となっている。おはなし迷路など読書を題材にした 

掲示をしたり、図書委員会が選んだ「おすすめの本」 

を紹介するコーナーを設置したりして、読書への意 

欲を高める工夫をしている。 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と今後の課題 

（１）成果 

・本に親しむ環境を充実できた。 

・低・中学年の児童の貸出しが増えた。 

（２）課題 

・調べ学習等の図書の充実 

・児童の選書の幅を広げる工夫 

（３）おわりに 

読書月間の活動を中心に、児童の読書への関心を高  

めることができた。学校図書館や本が児童にとって、 

もっと身近なものとなるように、司書教諭と学校図書 

館支援員が連携して読書活動を推進していきたい。 

学校名 上尾市立西小学校 

所在地 上尾市今泉１－７－２ 

電 話 ０４８－７８１－６５６７ 


